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先端技術の展望等を踏まえた、今後の気象業務のあり方

交通政策審議会気象分科会提言「2030年の科学技術を見据えた気象業務のあり方」 平成30年8月20日

観測・予測精度向上のための技術開発、気象情報・データの利活用促進、これらを「車の両輪」とする防災対応・
支援の推進について、利用者目線に立ち、社会的ニーズを踏まえた目指すべき水準に向けて、取組を進める。

今後の気象業務の方向性
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交通政策審議会気象分科会提言「気象業務における産学官連携の推進」 令和２年12月23日
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－5－

線状降水帯の予測精度向上に向けた取組

気象庁の線状降水帯の予測精度向上に向けた取組の全体像

• 令和2年7月豪雨では各地で大雨による甚大な災害が発生し、特に線状降水帯の予測精度に係わる課題が顕著で
あったことを踏まえ、その予測精度向上に必要な観測体制強化・予測技術開発やプロダクト・情報の改善を加速。

• 大学等研究機関の専門家の協力を得て線状降水帯に関する最新の研究の知見を取り入れ、線状降水帯の予測精度向
上に資することを目的に、「線状降水帯予測精度向上ワーキンググループ」を発足（令和２年12月23日）。
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線状降水帯の予測精度向上に向けた取組

気象庁線状降水帯予測精度向上WG第3回会合資料より

線状降水帯の予測精度向上を前倒しで推進し、予測精度向上を踏まえた情報の提供を早期に実現するため、
水蒸気観測等の強化、気象庁スーパーコンピュータの強化や「富岳」を活用した予測技術の開発等を早急に進める。


